
アスコン工場 ‘’進化論‘’ 
アスコン工場は時代の流れとともに 

 進化し続けています。 

平成２８年 ７月 

日工株式会社  
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高速道路建設への適応 

機械から工場への適応 

循環型社会への適応 

循環型社会の優等生 

地域社会との共生 

 

活かそうあなたの秘めたる力 

 



Part  1  黎明期 

明治４０年頃  舗装始まる 

 

大正 ７年   サミュエル・ヒル来日 

          「道路改良急務」 

 

大正１０年   アメリカよりプラント 

          輸入 

 

昭和 ２年   乳剤製造始まる 

 

昭和１３年   AT式簡易舗装 

            

アメリカにてトペカ舗装始まる 

 

 

ドイツにてグースアスファルト舗装 

 

カットバック及び乳剤使用増加 

 

ドイツにてアウトバーン建設開始 

日本の動き 世界の動き 



大正１２年～昭和３年 カンマー式１号 昭和７年 滋賀県犬上郡高宮町 

昭和６年 高野式国産第３号（８００ヤード） 

昭和１１年 福岡県国道３号線 箱崎～馬出工事 

据付、運転、解体等現地技術に熟練した
多くのＡＰマンが養成されていた。 



Part １ 黎明期 

昭和２０年  日本道路建設業協会設立 

 

昭和２２年  日本道路協会設立 

 

昭和２５年  日本建設機械化協会設立 

 

昭和２６年  東京～神戸間高速道調査 

 

昭和２７年  道路法公布 

 

昭和３１年  日本道路公団設立 

 

昭和３２年  名神高速道路建設決定 

 

 

 

 

オランダにて白色歩道舗装 

 

 

 

 

エポキシアスファルト開発 

 

アメリカにてカラー舗装 

日本の動き 世界の動き 



昭和２２年頃 杉浦鉄工所（３００ヤード/H） 昭和２０年代のプラント 

昭和３０年頃 東京工機（２００ヤード/H）トロンメル付 昭和３７年 日本工具製作㈱製  

ミニ知識 

アスファルトプラントの混合能力のﾔｰﾄﾞ表示 

 

厚さ２ｲﾝﾁ（５cm）、面積１００平方ﾔｰﾄﾞ（83.6㎡） 

を舗装するに必要な量の混合物を、毎時製造するこ
とのできる能力を持ったプラントを１００ﾔｰﾄﾞと称した。 

現在のｔ/ｈ表示に換算すると、合材比重を2.3とする
と１００ﾔｰﾄﾞは０．９６ｔ/ｈとなる。 



Part ２ 大型化への道 

昭和３３年  アスファルトプラント 

         １号機完成 

 

 

昭和４２年  １５０ｔ/hプラント完成 

 

昭和４３年  東名高速道路にて 

         初めて国産プラント採用 

 

昭和４５年  合材サイロ開発 

昭和４６年  １８０ｔ/hプラント完成 

         高速道路へ採用 

昭和４７年  ２４０ｔ/hプラント完成 

         国産最大（現在でも） 

 

この頃  外国製大型プラント輸入       
S31年 ４０ｔ/h  

           →S41年 １５０ｔ/h 

 

  昭和４２年  公害対策基本法公布 

 

  昭和４３年  大防法・騒音規制法・ 

           都市計画法 公布 

  昭和４５年  大阪万国博覧会 

 

日工の活動 世の中の動き 



昭和３７年 NAP-２５１ 



昭和４５年 合材サイロ開発 



昭和４６年 高速工事用 NAP-3000 大型プラント用  マルチクロン 

昭和４７年 国産最大  NAP-4000 



Part3  アスコン化への道 

昭和４６年  日工電子工業設立 

 

昭和４８年  バグフィルタ製造開始 

 

昭和４９年  ベニングホーヘン社と 

         技術提携 

         NBバーナー開発へ 

 

昭和５０年  環境対応型プラント 

         C-NAP発表 

 

 

昭和４６年 ～ ４８年 

 定置型アスファルトプラント急増 

昭和４８年  オイルショック 

 

 

 

この頃より 公害問題浮上 

 

オイルショックの影響でオイル代 

急騰する 

日工の活動 世の中の動き 



昭和４６年 日工電子工業設立 

昭和５０年 低公害プラント C・NAP開発 

昭和４７年 公害対策型アスファルトプラント開発 

昭和４９年 ベニングホーヘン社と技術提携 



昭和４８年 日工式バグフィルタ開発 

昭和５５年  ASシステム‘８０開発 



Part ４ リサイクル創成期 

昭和５２年  リサイクルプラント 

         完成  

 

昭和５４年  ボーイング社と 

         技術提携 

 

昭和５５年  ドラムミキシングプラント 

           完成 

昭和５５年  電気式アスファルト供給 

           ASシステム８０発表 

昭和５６年  リサイクルユニット完成 

 

昭和５２年 建設廃棄物実態調査 

 

昭和５３年 東京都再生アスコン 

        採用 

 

昭和５４年 神奈川県・横浜市 

        川崎市再生アスコン採用 

昭和５４年 札幌市リサイクル合材採用 

 

 ※昭和５５年以降リサイクル増設急増 

昭和５６年 再生合材技術指針（案） 

         

日工の活動 世の中の動き 



昭和５２年 リサイクルプラント開発 昭和５４年 米ボーイング社と技術提携 

平成１年 ２ｉｎ１型プラント開発 

昭和５６年 リサイクルユニット開発 

写真は、昭和６０年 設置分 



Part5 リサイクル主役へ 

昭和５８年  ＢｏｎＤシリーズ発表 

                 

         ＮＲＫ、ＲＵ、ＲＰ全盛 

 

平成 １年  ２ in   1型プラント 

 

平成 ２年  都市型プラント開発 

 

平成 ４年  ファクトリーBonD開発 

 

平成 ５年  TOP型シリーズ発表 

          省スペース・省メンテ 

 

省エネ・省スペース 

 

 

 

バブル期に入り設備投資増加 

アスコン工場の充実化 

 

 

 

 

 

 

日工の活動 世の中の動き 



合材製造数量推移
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昭和５８年 ＢｏｎＤタイプＡＰ開発 

平成２年 都市型プラント完成 



平成４年 ファクトリーＢｏｎｄ 完成 

平成９年 トップドラム開発 



  ＴＯＰ－３０ 

 ＡＴＯＰ－４５ 

 ＡＴＯＰ－６０ 

 ＡＴＯＰ－１００ 

 

 

 ＮＲＵ－６０ 

 ＮＲＵ－９０ 

 ＮＲＵ－１００ 

 ＮＲＵ－１２０ 



①省スペース 

  (通路上の空間に設置するノンスペース設計） 

②省メンテナンス・セーフティ 

  (スキップレスによるワイヤ・ウインチメンテレス） 

③省エネルギー 

  (スキップレスによる使用電力量大幅低減） 

 プラス今回の新たな特徴  

④排ガス量低減・省燃費・省動力 

  （新燃焼理論による排ガス量２０％低減・燃費改善） 

   （排ガス処理設備の小型化） 

 



Part6 環境適応の時代へ 

平成 ７年  脱臭装置製造開始 

 

平成 ８年  地下式サテライト完成 

 

平成 ９年  新燃焼システム完成 

          WELL  NR 

平成１０年  NEXT操作盤完成 

          PC対応 

平成１３年  ダブルホットビンプラント 

平成１４年  ダブルBonDプラント 

平成１６年  新型バーナー完成 

         （ＮＴＢ） 

平成１８年  新型ガスバーナー完成 

         （低Ｎｏｘ対応） 

平成２６年  新型バーナー完成 

         （ＮＴＢ－Ⅱ） 

バブル崩壊 

この頃より 臭気問題 浮上 

 

京都議定書 

 

排水性合材施工が旺盛になる 

 

 

 

 

 

 

 

日工の活動 世の中の動き 



1995（平成7年） リサイクルプラント用脱臭装置                            

          

                  

                             

                                    

 

 

 

 

 

 

                                                                    

アスファルトプラントの変遷 

         環 境 適 応 プ ラ ン ト 



１バーナ脱臭装置 

発生ガス全量を 

脱臭処理します 

 １つのバーナで、 

再生材の乾燥加熱と 

脱臭処理を行う 

脱臭炉

熱交換器 

脱臭炉

熱交換器 

排ガス 

リターン 

２バーナ脱臭装置 

排ガスのみを 

脱臭処理します 

ランニングコスト優先 

イニシャルコスト優先 

省スペース、 

脱臭増設用に適す 

脱臭炉

コンパクト脱臭装置 

排ガスのみを 

脱臭処理します 

イニシャルコスト最優先 

消煙に適す 

高価な熱交換器無し 



コンセプト 
 より高性能に 

 安心の信頼性 

 簡単メンテナンス 

 Nikkoﾊﾞｰﾅ技術の集大成・・・世界標準へ 

NB 

WELL 
NR 

新型バーナ開発 ＮＴＢ－Ⅱ 

ＮＴＢ 

ＮＴＢ‐Ⅱ 



《バーナ性能》 
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この領域に特化！！ 

・従来バーナ ： 低燃になるほど空気比が高くなり、燃費の悪化につながる 

・ＮＴＢ－Ⅱ  ： 低燃でも低空気比を維持 

新型バーナ開発 ＮＴＢ－Ⅱ 



平成１４年  

    マルチドライヤ 

     システム完成 



特許出願済 



マルチドライヤシステムとは？ 

・ホットビンの粒度安定     

 ・トータル稼動時の排ガス量削減 

供給量の変動量 ⇒ 定格の 40～100％ 

・効率アップ 

再生材高混入率出荷時の Ｖ少量送り対策  

 



少量送り時の問題 Vol.１ 

ドライヤ効率のダウン   

 

燃費が悪くなる 

通常定格量供給時 

η≒８５％ 

少量供給時 

η≒７０％ 

効率が悪い 



マルチドライヤ（１２０ｔ/ｈ設備） 

通常運転（再生合材）時は、６０ｔ/ｈでOK   

 
排水性合材時は、１２０ｔ/ｈ可能とする   

 

 ６０ｔ/ｈドライヤ×２基で解決 

（Multi   Drier） 



Multi Drier にすると 

少量送り時（定格の５０％以下）  

 

ドライヤNo.1のみ運転 

ドライヤ効率の維持可能 

１ビン粒度の安定化可能 

運転 休止 



平成１０年 ＮＥＸＴ－ＡＰ開発 

平成１５年 ＮＥＸＴ－Ｊ 

ＰＣ対応  操作盤ラインアップ 

平成１９年 next‐Exa 

平成１９年 next‐Duo 

平成２０年 next‐Let’s 

平成２７年 next‐Ａｒｖｏ 



Part７ メンテナンスの時代へ 

平成 ５年  検診システム開始 

 

平成 ８年  リモートメンテナンスシステム開始 

 

平成 ８年  省メンテナンス製品の開発 

         高硬度ライナー、ブレード、など 

 

平成１３年  省エネ化 Ｅｃｏ製品の開発 

         エコノマイザー、エアコファン、エコエア、など 

          

 





カスタマーサポートセンター構成 

  ・アスファルトプラント担当 4名 

  ・バッチャープラント担当  4名 

  ・業務担当             2名 

平成１４年（２００２年） 

リモートシステム本格稼動 



Part8 新分野へ 
活かそうあなたの秘めたる力 

          

平成１０年  油汚染浄化プラント完成 

 

平成１３年  新製品展示会実施 

         アスコン工場での新規事業ご提案 

 

平成１５年  土壌浄化パイロット工場完成 

 

          

          

 

 

 

 

 

 

 

 

日工は、アスコン工場の‘’秘めたる力‘’を活かした 

ニュービジネスをご提案していきます。 



土壌浄化プラント納入 

2004年4月  

オフサイト式 土壌浄化プラント  オフサイト式 土壌浄化プラント  

オンサイト式 土壌浄化プラント  

（東京豊洲市場向）  

オンサイト式 土壌浄化プラント  

（東京豊洲市場向）  



Part９ 更なる環境適応型へ 

          

平成２１年  ユーロタワーＡＰの完成 

 

平成２１年  ダイレクト加熱式リサイクルドライヤの完成 

 

平成２６年  ミッドシップ ＡＰの完成 

 

平成２８年   バリューパック ＡＰの完成 

          

より安全、高品質、コンパクト、省エネ、省メンテ、
そして、外観向上へ 



AP（ドイツ BENNINGHOVEN社） 
カザフスタン向 240t/h 

デンマーク向 240t/h 

サージビン 500トン 6区画 

フランス向 400t/h 

全高 58m（HE） 

ホットビン 

 1000t 

サージビン 

 900t 

 (4区画） 

ベルギー向 320t/h 



RU（ドイツ BENNINGHOVEN社） 



日工上海製ＡＰ 

160t/h サージビン80t（2区画） 

ユーロタワーＡＰ 



ユーロタイプAPの特徴 

合材ビン上部にAPミキサを配置した高層プラント 

APミキサ 

合材ビン 

スクリーン 

石粉ビン 

Rドライヤ 

Rサージビン 



ＡＰ能力 ： 120ｔ/ｈ 

ＲＵ能力 ： 100ｔ/ｈ 

ｻｲﾛ容量 ： 400ｔ 

★ユーロタワー 

★一般的なプラント配置例 

約半分 

ユーロタイプAPの特徴 
占有面積の比較 



②安全性向上 
 ・スキップレス 

①省スペース 
 ・空間利用 
 ・ダンプ渋滞緩和 

③省メンテ 
 ・部品点数低減 

④環境対応 
 ・全外装標準装備 
 ・騒音、臭気発生低減 
 

⑤合材品質向上 
 ・保温効果、放散熱低減 
 ・合材積み替え削減 
 

⑥ＣＯ2削減・省エネルギー 
 ・各種省エネ装置対応 

ユーロタワー ＡＰ 納入実績 ５台 

ユーロタワーＡＰ 



ユーロタワーＡＰ 



ダイレクト加熱式リサイクルドライヤー 

①ダイレクト加熱の採用 

 ・燃焼室を撤去 

 ・低コスト､低メンテを実現 

②ＲＤ方式の採用 

 ・排ガスをＶドライヤへ導入 

 ・廃熱回収、バグ濾布保護 

③新型パイプフライト 

 + プレヒートリングの採用 

 ・万全の付着対策  

④システム全体 
 ・付着を大幅低減 
 ・能力ダウンを抑制 
 

納入実績 ２００台以上 



ダイレクト加熱式リサイクルドライヤー 

②パイプフライト  ①ライナ  

【直火式】 【従来型（当社比）】 

   導入効果 
 １．付着の少ない内部構造により、生産能力の確保 

 ２．バーナ火炎の輻射熱により、昇温性能の向上 

   ①Ｒ材 乾燥加熱の最適化による合材品質向上 

   ②熱効率５～１０％改善⇒燃費０．８～１．５ℓ/ｔ改善 

 ３．燃焼室レス、リターン煙道レスなど装置点数減により 

   安全性、制御性の向上、メンテナンスの軽減 



改良点 

ミッドシップタイプ（ＭＢＤ） ＡＰ 

★VR中心にミキサーを配置        

⇒VR一体架台 
⇒広くてフラットなフロア 

★再生材の輸送設備なし 
⇒サージビン・R計量機・ミキサー 
 が 一連の流れで設置 

★新設計ホットビン・サージ 
                               ビン 
⇒ミキサー位置に合わせ偏芯 

～リサイクル合材主体のプラント設計～ 



ミッドシップタイプ（ＭＢＤ） ＡＰ 



ミッドシップタイプの特徴 



ミッドシップタイプの特徴 



ミッドシップタイプ（ＭＢＤ） ＡＰ 



 

再生材主体 
 

Value-Pack 

バリューパック タイプ ＡＰ 

 

Value Price 
 

 

省スペース 
 

 

安全環境 
 



   再生合材主体のプラント構成 

Ｒドライヤ 

スクリーン 

ホットビン 

骨材計量器 

サージビン 

Ｒ計量器 

ミキサ 

Value-Pack 

新材供給ルート 

再生材供給ルート 

バリューパック タイプ ＡＰ 



   省スペース 
Value-Pack 立面図比較 

Value-Pack 従来タイプ 

AP
本
体 

リサイクルユニット 

バリューパック タイプ ＡＰ 



   省スペース 
Value-Pack   設置面積の比較 

従来タイプ Value-Pack 

216m2 
173m2 設置面積 

約20％削減 

バリューパック タイプ ＡＰ 



   安全性能の向上と労働環境の改善 
 ミキサ、計量機、など各装置のメンテ スペース拡大 

バリューパック タイプ ＡＰ 



最後に、関連事業 製品のご紹介 

 

平成２６年  合材工場向 破砕プラント事業 再開 

 

 

平成２７年  砕石工場向 移動式破砕機ＫＬＥＥＭＡＮＮ 

         の日本総代理店となり、販売開始 

 

          



合材工場向 破砕プラント 
   ＮＩＫＫＯ Ｃｒｕｓｈ＆Ｄｒｅｓｓｉｎｇ Ｐｌａｎｔ 

２工場の納入を完了 



合材工場向 破砕プラント 
   ＮＩＫＫＯ Ｃｒｕｓｈ＆Ｄｒｅｓｓｉｎｇ Ｐｌａｎｔ 

 ゴミ取り装置の開発も完了 

 回収率８０％、防水シート・クラック防止シートも回収可能 



Kleemann:Technology leader for mobile crushers 

Göppingen 

Employees: 330 
Status: June 2014 

砕石工場向 移動式破砕プラント 



Plant technology for processing minerals and for recycling 

Mobile jaw 

crushers 

Mobile impact 

crushers 

Mobile screens Secondary 

crushing plants 

Status: June 2014 

砕石工場向 移動式破砕プラント 



複数の自走式機械を用いた、マルチステージ構成 

マルチステージ構成例 

砕石工場向 移動式破砕プラント 



特徴 
 

- 自走式クラッシャ（ジョー / コーン / インパクト）・自走式スクリーン  

  専門メーカー 各種骨材から再生骨材までニーズに幅広く対応 

- 定評のあるドイツ品質製造 

- 業界をリードする、ハイブリット仕様・売電仕様の機械ラインナップ 

- 低コスト運用・作業時間の短縮  

- 大容量キャパシティの機械ラインナップ 

砕石工場向 移動式破砕プラント 

２機の納入を完了 



 The end 

ご清聴ありがとうございました 


